
謎の哺乳類、夜の生態園に現る！

前号掲載の、東京都市大学のY.I.さん
のセンサーカメラに映った哺乳類。正体
はハクビシン！漢字の「白鼻芯」の通り、
おでこから鼻にかけて1本の白線があり
ます。雑食ですが、果物を特に好み、
10月に園内で見つかった死骸のお腹か
らは柿の種が出てきました。園内の柿を
夜な夜な食べていたのかもしれません。
かわいらしい顔ですが、外来生物で、農
作物への被害が問題となっています。

答え

ハクビシン（ジャコウネコ科）

冬の間、虫たちは卵や幼虫・蛹など色々な形で越冬していますが、成虫で越冬している虫も沢山
います。樹皮の下とか朽ち木の中、葉の裏、土の中など色々な場所で厳しい冬を過ごします。
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【クロスジホソサジヨコバイ】
ヨコバイ科（1/20）

【キイロスズメバチ】
スズメバチ科（1/16）

【昆虫 ～冬の虫探し～】

【ナカボシカメムシ】
カメムシ科（1/26）

【コクワガタ】
クワガタムシ科 （1/26）

【水辺の生きもの】

【ニホンアカガエル】アカガエル科
冬になると林の中で冬眠しますが、1～2月の雨の日

にいったん目覚め、卵を産みに池や田んぼに集まりま
す。産卵を終えると再び林の中に戻って春まで冬眠し
ます。今年は1/23からカエル池で親ガエルが、その3
～4日後から卵塊が見られるようになりました（2/4
時点で8卵塊確認）。

【鳥】 【オオタカ】タカ科

生態園では年に1～2回見られます。
タカというと自然度の高いところ

でしか見られなさそうですが、都市
公園でも時折見られ、ドバトをよく
狩っているようです。
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【緊急事態宣言下での開園について】
緊急事態宣言延長に伴い、3月7日までは定例保全作業、草刈りボランティア、イベン

トは中止とさせていただきます。せっかくたくさんの方からボランティア作業をお申し
出いただいているにもかかわらず、作業を再開できずにとても残念に思います。宣言が
解除されて、再開した際にはまたご参加いただけましたらうれしいです。再開等につき
ましては、随時ホームページの「お知らせ」欄や「イベント情報」ページに情報を更新
いたしますので、ご確認ください。
体調管理にお気をつけて、健康第一で乗り切りましょう！
引き続き、来園前のご自宅での検温、体調チェックのご協力お願いいたします。赤木

態園

霜と氷（K. N. さん撮影）

生
フォトギャラリー

生きもの捜索ファイル①

～冬の水路や落ち葉に潜む生きものたち～
水辺スタッフが水辺の調査や水路の泥堀りをしつつ、水路や水際の落ち葉の下や隙間に潜む

小さな生きものたちの捜索を行いました。

水路

写真：H.B.くん（水辺スタッフ）

ガガンボの幼虫
「大蚊」と記し、蚊を大きく

したような羽虫ですが、幼虫は
川や池の水底に生息します。頭
が普段は体に埋もれています。
体はプニプニで伸縮自在！

約1cm
（渓流には5 cmほどのものもいる）

時々穴から口器が出る

他の昆虫に噛まれ飛び出た内臓

オニヤンマのヤゴ
サイズが1cm未満

のものから5cmほど
のものまでいました。

3～4年をヤゴの姿で過ご
すため、昨年夏に産まれた
ばかりのものから3年経た
ものまで一緒に見られます。

水際の落ち葉

約3mm 約1mm

ツチトビムシの一種

トビムシ
積もった落ち葉の中にいる昆虫。
地面に葉が落ちると、まず菌類が

柔らかくして、それをトビムシ等の
腐食者が食べて糞をします。この糞
は微生物の好物で、すぐに分解され、
植物の栄養になります。＊
また、トビムシは小さいため、上

陸したてのヒキガエル幼体等のエサ
としても重要です。

マルトビムシの
一種

＊参照：やさしい土壌動物の調べ方(青木淳一著）


